
二
〇
二
〇
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地

に
東
京
が
決
定
し

た
。
安
倍
首
相
の

「
放
射
能
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
発
言
に
は
違
和
感

を
覚
え
た
が
、
放
射
能
汚
染
問

題
を
早
期
に
解
決
し
て
、
ぜ
ひ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
▼
と
こ
ろ

で
、
七
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
、
金
メ
ダ
ル
を
取
る

た
め
の
選
手
強
化
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
が
、
日
本
で
は

将
来
有
望
な
選
手
を
ど
う
や
っ

て
発
見
し
、
強
化
し
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
▼
近
年
、
金
メ
ダ
ル

を
量
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
中

国
で
は
、
幼
少
期
よ
り
エ
リ
ー

ト
選
手
を
選
抜
し
、
徹
底
し
た

強
化
が
な
さ
れ
る
と
聞
く
。
さ

ら
に
驚
く
こ
と
に
は
、
中
国
で

は
優
秀
な
選
手
の
遺
伝
子
情
報

を
調
べ
あ
げ
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
若
い
選
手
を
発
掘
し
て
い
る

と
い
う
話
も
あ
る
▼
確
か
に
遺

伝
子
検
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

の
得
意
と
す
る
分
野
や
性
格
ま

で
も
が
分
か
る
よ
う
で
、
最
近

で
は
、
子
ど
も
の
才
能
を
引
き

出
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ
の

よ
う
な
検
査
を
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
の
一
生
を
間
違
っ
た
方

向
へ
導
く
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
▼
「
天
才
は
一
％
の
才
能

と
九
九
％
の
努
力
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
遺
伝
子
に
よ
っ

て
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
そ
の
人

の
素
質
は
決
め
ら
れ
て
い
た
と

し
て
も
、努
力
を
す
る
こ
と
で
、

決
め
ら
れ
た
能
力
以
上
の
も
の

が
発
揮
で
き
る
と
信
じ
た
い
。

そ
し
て
、
そ
の
努
力
に
よ
っ
て

金
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
っ
た
時
の

喜
び
は
最
高
で
あ
ろ
う
。

九
月
八
日
、
ホ
テ
ル
金
沢
に

て
、（
株
）
ヒ
ン
メ
ル
代
表
取

締
役
社
長
の
田
上
め
ぐ
み
氏
を

講
師
に
、「
ス
タ
ッ
フ
が
や
め

な
い
清
潔
な
医
院
づ
く

り 

─ 

消
毒
・
滅
菌
シ
ス
テ
ム

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
長
期
雇

用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
歯

科
医
師
、
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
な

ど
二
十
五
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

田
上
氏
は
講
演
で
、
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
の
長
期
雇
用
を
安
定

的
に
確
保
す
る
に
は
、
医
院
の

環
境
整
備
を
行
い
、
特
に
「
消

毒
・
滅
菌
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
医
院
を
清
潔
に
保

つ
た
め
の
仕
組
み
を
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
組
み
立
て
る
こ
と
、

そ
の
上
で
、
整
理
整
頓
さ
れ
た

環
境
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
当

た
り
前
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え

る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
実

践
に
よ
っ
て
、
動
線
、
人
件
費
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
時
間
の

無
駄
が
省
か
れ
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
向
上
に
つ

な
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
、
正
し
い
感
染
症
対

策
と
は
「
標
準
予
防
策
」

（Standard Precautions
）

に
基
づ
く
感
染
症
対
策
で
あ

り
、
医
療
器
材
の
洗
浄
、
消
毒
、

滅
菌
の
具
体
的
方
法
を
知
り
、

基
準
通
り
に
実
践
し
、
そ
れ
ら

を
管
理
す
る
環
境
を
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
お
話
し
で

し
た
。

な
お
、田
上
氏
は
昨
年
、（
社
）

日
本
医
療
機
器
学
会
の
第
二
種

滅
菌
技
師
の
資
格
を
取
得
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
講
演

の
後
半
で
は
具
体
的
な
器
具
や

機
材
を
紹
介
さ
れ
な
が
ら
、
明

日
の
臨
床
に
役
立
つ
大
変
実
践

的
な
情
報
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

講
演
を
通
し
て
、
消
毒
・
滅

菌
シ
ス
テ
ム
や
整
理
整
頓
の

ル
ー
ル
作
り
の
重
要
性
を
認
識

し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ス
タ
ッ
フ
が
自
院
で
働
き
続
け

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
医
院
づ

く
り
に
協
力
し
た
い
と
い
う
講

師
の
強
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
り
ま
し
た
。

講
演
抄
録
に
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
今
、
医
院
経
営
者
は
良

き
人
材
を
確
保
し
、
清
潔
で
安

心
で
安
全
な
働
く
環
境
を
整
え

る
技
量
が
必
要
な
時
代
で
あ

る
」「
な
ぜ
な
ら
、
良
い
人
材

が
長
期
間
定
着
し
従
事
し
て
く

れ
れ
ば
、
医
院
経
営
が
安
定
し

成
長
を
続
け
る
」
と
い
う
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
、
有
意
義

な
講
演
内
容
で
し
た
。
今
後
も

定
期
的
に
、
田
上
氏
に
講
演
を

お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。
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歯科医師、医師、スタッフなど25人が参加（9月8日・ホテル金沢）

人権・倫理・現場の三位一体で考える

認知症ケアの倫理と人権

主催　石川県保険医協会
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午前10:30─ 井上 英夫 氏 講演 「人の尊厳と人権」
午前11:00─ 小川 滋彦 氏 講演 「摂食嚥下障害が出たとき、現場では」
午前11:20─ フロア討論

社会保障
セミナー

箕岡　真子　氏　・
東京大学大学院医学系研究科
医療倫理学分野 客員研究員、医師

講師
みの おか まさ こ

井上　英夫　氏　・
金沢大学名誉教授

お

小川　滋彦　氏
小川医院院長・金沢市

いの うえ ひで お がわ しげ ひこ
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第
三
十
回
「
な
ん
で
も
学

術
！　

何
で
も
回
答
？　

よ
ろ

ず
勉
強
会
」
の
「
医
科
会
員
の

た
め
の
歯
科
講
座
シ
リ
ー
ズ
」

が
、
九
月
十
二
日
、
近
江
町
交

流
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
「
歯
科

か
ら
医
科
へ
の
発
信
」
を
テ
ー

マ
に
、
年
に
三
回
程
度
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
白
石
晃
一
郎
先
生

（
金
沢
市
・
歯
科
）
に
、
歯
周

病
と
全
身
疾
患
と
の
関
連
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
参
加

者
は
過
去
最
高
の
三
十
六
人
に

な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
は
、
歯
周
病
の

解
説
で
し
た
。
歯
周
病
は
常
在

菌
に
よ
る
内
的
感
染
症
で
、
そ

の
有
病
率
が
日
本
で
は
約

五
〇
％
の
高
率
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
歯
周
病
に
よ
る
歯
牙
の
脱

落
は
細
菌
ま
み
れ
に
な
っ
た
歯

牙
か
ら
歯
槽
骨
へ
の
細
菌
感
染

の
波
及
を
遮
断
す
る
生
体
防
御

反
応
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
こ
の
疾
患
に
関
す
る
認
識

を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

次
に
、
歯
周
病
と
全
身
疾
患

と
の
関
連
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
歯
周
病
と
関

連
す
る
全
身
疾
患
は
、
誤
嚥
性

肺
炎
は
言
う
に
及
ば
ず
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
脳

血
管
疾
患
、
心
疾
患
、
関
節
炎
、

骨
粗
鬆
症
、
皮
膚
疾
患
、
あ
る

い
は
妊
娠
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
特
に
糖
尿

病
に
関
し
て
詳
細
に
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
文
献

的
考
察
か
ら
、
歯
周
病
は
糖
尿

病
の
悪
化
因
子
で
あ
る
と
さ

れ
、
そ
の
機
序
は
歯
周
病
の
原

因
菌
で
あ
る
嫌
気
性
の
グ
ラ
ム

陰
性
桿
菌
由
来
の
リ
ポ
ポ
リ

サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
が
、
糖
尿
病
を

悪
化
さ
せ
る
と
さ
れ
るT

N
F

α

な
ど
の
ア
デ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ

ン
の
作
用
を
増
強
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
歯
周
病
に

対
し
て
積
極
的
に
介
入
す
る
こ

と
でH

bA
1c

を
約
〇
・
五
％
低

下
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
白
石

先
生
ご
自
身
の
臨
床
例
か
ら
お

示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
講
演
後
の
質
疑
も
大
変
に

活
発
な
も
の
と
な
り
、
特
に
誤

嚥
性
肺
炎
に
関
す
る
質
問
に
関

し
て
は
、
口
腔
内
か
ら
誤
嚥
さ

れ
た
菌
が
直
接
的
に
肺
炎
の
起

因
菌
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
形
成
し
た

微
生
物
複
合
体
に
含
ま
れ
る

種
々
の
物
質
が
気
道
に
作
用
し

て
局
所
防
御
シ
ス
テ
ム
の
働
き

を
阻
害
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
肺

炎
を
起
こ
し
や
す
く
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
お
答
え

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」
と
い
う
印

象
で
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
歯
科
講
座
シ

リ
ー
ズ
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。
実
地
臨
床
に
役
立
つ
貴

重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
の
で
き

る
会
で
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
会
員
の
先
生
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

医
科
会
員
の
た
め
の
歯
科
講
座
シ
リ
ー
ズ

歯
周
病
と
全
身
疾
患
に
つ
い
て

第
三
十
回 

な
ん
で
も
学
術
! 

な
ん
で
も
回
答
? 

よ
ろ
ず
勉
強
会

第
三
十
回 

な
ん
で
も
学
術
! 

な
ん
で
も
回
答
? 

よ
ろ
ず
勉
強
会

理
事

　三
宅

　靖
（
金
沢
市
・
内
科
）

講師の白石晃一郎先生

このシリーズでは過去最高の36人が参加（9月12日・近江町交流プラザ）

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
４
に
黒
５
、
７
で
白
死
で
す
。
黒
１

で
先
に
３
は
白
４
黒
１
白
イ
で
失
敗
。

黒
３
で
イ
は
白
６
黒
４
白
３
で
白
生
き

で
す
。 囲

解
答

碁
2
6

5
7

1

34
イ

☗
２
二
金
打
☖
１
三
玉
☗
２
三

金
☖
同
玉
☗
２
四
金
☖
１
二
玉

☗
１
三
歩
☖
同
桂
☗
２
三
金
☖

同
玉
☗
３
三
馬
☖
１
二
玉
☗
２

二
金
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
２
二
金
打
か
ら
☗

２
三
金
と
し
て
☗
２
四
金
が
好

手
順
で
す
。
７
手
目
☗
１
三
歩

で
☖
同
桂
と
取
ら
せ
て
☗
２
三

金
捨
て
が
決
め
手
で
、
☗
３
三

馬
以
下
ピ
ッ
タ
リ
。
　

将
棋
解
答

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

１
＋
３
で
、答
え
は「
４
」

（
問
題
12
面
）

・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・

よろず勉強会

と　き

テーマ②（60分）

講　師
開業の先生方に聞いてほしい小児科外来の実際

上野  良樹 先生 （小松市民病院・小児科）

テーマ①（60分）

講　師
採血後の神経痛は未然に防げるか？

（七尾市・中村ペインクリニック／麻酔科・ペインクリニック内科）中村  耕一郎 先生

2013年10月19日（土）午後6時半～午後８時半
ところ こまつ芸術劇場うらら 会議室 （ＪＲ小松駅横 0761-20-5500）

※車でお越しの方は、周辺の市営駐車場をご利用ください。（有料）
対　象 保険医協会会員（参加は無料ですが、申し込みが必要です）

はじめて小松で開催します。加賀方面の先生方のご参加をお待ちします。
～歯科の先生も、ぜひご参加ください～

第31回
なんでも学術!
なんでも回答? in加賀

今
回
の
理
事
会
も
、
会
員

動
向
の
報
告
で
始
ま
っ
た
。

新
点
数
検
討
会
の
時
期
を
除

い
て
は
珍
し
く
、
新
し
く
五

人
の
会
員
が
誕
生
し
た
。
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ

り
、
今
後
も
、
今
ま
で
以
上

に
会
員
の
皆
さ
ん
の
役
に
立

つ
企
画
立
案
や
情
報
提
供
を

し
て
い
き
た
い
と
、
理
事
一

同
、
決
意
を
新
た
に
し
た
次

第
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
秋
は
多
く
の

企
画
が
目
白
押
し
で
あ
る
。

よ
ろ
ず
勉
強
会
イ
ン
加
賀

（
十
月
十
九
日
・
小
松
市
）、

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の

た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃

ろ
う
は
本
当
に
や
め
ら
れ
る

か
」（
十
月
六
日
・
七
尾
市
）、

ド
ク
タ
ー
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
（
十
一
月
十
七
日
・

金
沢
市
）、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
十

月
十
四
日
・
白
山
市
）、
歯

科
で
は
学
術
講
演
会
「
治
癒

の
病
理 

─ 

ぺ
リ
オ
・
エ
ン
ド

治
療
の
た
め
に
」（
九
月

二
十
九
日
・
金
沢
市
）、
医

院
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
九
月
八

日
・
金
沢
市
）、
今
さ
ら
聞

け
な
い
シ
リ
ー
ズ
「
顎
関
節

疾
患
に
対
す
る
治
療
」（
十
月

十
日
・
松
任
中
央
病
院
）
な

ど
な
ど
、
知
識
の
習
得
に
加

え
、
心
癒
さ
れ
る
企
画
も
用

意
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
。

一
方
、
国
の
動
き
か
ら
は

目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
消
費
税
の
増
税
に
踏
み

切
る
か
ど
う
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
、
原
発
事
故
後
の
対

応
な
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が

報
道
し
な
い
切
り
口
で
、
多

く
の
情
報
を
伝
え
た
い
と
考

え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
社
会
保
障
国
民

会
議
が
報
告
書
を
総
理
大
臣

に
提
出
し
た
。
こ
の
国
の
医

療
や
社
会
保
障
を
ど
の
よ
う

に
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
こ
れ
で
本
当
に
国

民
が
幸
福
に
な
る
の
か
ど
う

か
、
当
協
会
工
藤
事
務
局
長

が
熱
い
想
い
で
「
社
会
保
障

国
民
会
議
報
告
書
を
読
む

（
総
論
編
）」
を
書
き
上
げ

た
。
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
一
読

を
お
願
い
し
た
い
。

さ
ら
に
、
本
紙
十
月
号
の

「
持
論
」
は
、
小
島
副
会
長

が
歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

価
格
の
問
題
を
提
議
し
た
。

歯
科
医
に
と
っ
て
は
死
活
問

題
で
あ
り
、
医
科
の
ド
ク

タ
ー
に
と
っ
て
も
大
変
興
味

深
い
内
容
で
議
論
百
出
と

な
っ
た
。
こ
ち
ら
に
も
期
待

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
日

も
一
時
間
ほ
ど
会
議
が
延
長

と
な
っ
た
。�

【
斉
藤　

記
】

第10回 理事会点描
五人の新規入会で

理事会に一層の活気が
（9月3日・12人出席）
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歯
科
用
金
銀
パ
ラ
ジ

ウ
ム
合
金
（
後
述
は
金

パ
ラ
）
の
高
騰
す
る
市

場
価
格
と
保
険
診
療
で

定
め
ら
れ
た
告
示
価
格

と
の
乖
離
が
続
き
、
歯

科
医
院
の
経
営
を
直
撃
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
金
パ
ラ
購
入
額
は
、
歯
科

材
料
購
入
額
の
か
な
り
の
割
合
を
占

め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

金
属
歯
冠
修
復
は
、
製
作
費
と
金

属
代
金
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
大
臼
歯
の
金
パ
ラ
全
部
金
属

冠
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
四
千
五

百
四
十
円
と
三
千
七
百
円
で
あ
り
、

合
計
八
千
二
百
四
十
円
と
な
る
。
大

小
に
か
か
わ
ら
ず
、
告
示
価
格
一
グ

ラ
ム
千
五
十
二
円
の
金
パ
ラ
を
約

三
・
五
グ
ラ
ム
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
臨
床
で
は
症
例
ご
と

に
重
さ
は
異
な
る
。
口
腔
内
に
装
着

さ
れ
る
金
属
冠
の
み
な
ら
ず
、
製
作

過
程
で
失
わ
れ
る
量
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。

歯
科
用
貴
金
属
の
価
格
の
変
動
が

激
し
い
た
め
、
平
成
十
二
年
か
ら
六

カ
月
に
一
回
、
一
〇
％
以
上
、
素
材

の
価
格
が
変
わ
っ
た
場
合
に
告
示
価

格
の
改
定
を
す
る
仕
組
み
が
決
め
ら

れ
、
平
成
二
十
二
年
四
月
よ
り
五
％

を
超
え
た
場
合
に
見
直
し
さ
れ
た
。

今
回
の
金
パ
ラ
試
算
価
格
が

千
八
十
五
円
、
そ
の
変
動
率
が
三
・

二
％
と
発
表
に
な
り
、
平
成
二
十
五

年
十
月
改
定
で
は
、
告
示
価
格
が

千
五
十
二
円
の
ま
ま
据
え
置
き
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
一
〜
七
月

の
金
パ
ラ
平
均
購
入
価
格
は
、

千
百
五
十
〜
千
二
百
五
十
円
で
あ

り
、
価
格
に
隔
た
り
が
あ
り
矛
盾
を

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
市
場
調
査
の

実
態
と
、
そ
の
結
果
に
至
る
詳
細
も

公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
告
示
価
格
に

は
不
明
な
点
が
多
す
ぎ
る
。

歯
科
医
療
に
多
大
な
影
響
を
与
え

る
金
パ
ラ
の
価
格
設
定
の
シ
ス
テ
ム

を
改
善
し
、
告
示
価
格
の
決
定
過
程

を
明
瞭
化
す
る
と
と
も
に
、
見
直
す

期
間
や
変
動
率
の
短
縮
を
は
か
り
、

よ
り
実
勢
価
格
に
近
づ
け
る
こ
と
を

国
に
要
求
す
る
。

九
月
二
十
九
日
（
日
）、
東

京
歯
科
大
学
名
誉
教
授
・
下
野

正
基
先
生
を
迎
え
、｢

治
癒
の

病
理｣

と
題
し
た
三
時
間
講
演

会
が
金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
歯
科
会
員
、
歯
科
衛

生
士
を
中
心
に
七
十
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

先
生
は
、
一
九
九
三
年
か
ら

一
九
九
六
年
に
か
け
て
出
版
さ

れ
た
『
治
癒
の
病
理
シ
リ
ー
ズ

（
歯
内
療
法
・
歯
周
治
療
・
移
植
・

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）』
の
中
心
的

著
者
と
し
て
有
名
で
す
が
、
今

回
は
、
歯
周
病
と
歯
内
療
法
の

二
分
野
に
的
を
絞
っ
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

前
半
の
歯
周
病
で
は
、
長
い

付
着
上
皮
に
よ
る
上
皮
性
付
着

の
臨
床
的
意
義
、4-M

ET
A

レ
ジ
ン
の
物
性
と
臨
床
的
応

用
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
は
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
る
か
、
歯
肉
の

色
や
形
は
病
態
を
反
映
し
て
い

る
の
か
、
退
縮
し
た
歯
肉
が
上

が
る
っ
て
本
当
か
、
な
ど
に
つ

い
て｢

臨
床
の
疑
問
を
基
礎
が

答
え
る｣

形
式
で
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
受
講
者
も
思

わ
ず
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
面
白

さ
で
、
休
憩
時
間
に
は
、
よ
り

詳
し
く
知
り
た
い
と
本
を
買
い

求
め
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

後
半
は
、
数
々
の
生
物
学
的

特
徴
が
あ
る
た
め
、
歯
科
治
療

を
行
う
場
合
に
は
象
牙
質
と
歯

髄
は
ひ
と
つ
の
組
織
と
捉
え
る

べ
き
で
あ
る
と
す
る｢

象
牙

質
・
歯
髄
複
合
体｣

に
関
す
る

お
話
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
す
れ

ば
、
な
ぜ
低
酸
素
条
件
下
で
も

歯
髄
細
胞
は
生
き
ら
れ
る
の

か
、
熱
シ
ョ
ッ
ク
タ
ン
パ
ク
質

の
働
き
、
歯
髄
に
分
布
す
る
神

経
（
Ａ
δ
繊
維
と
Ｃ
繊
維
）、

唐
辛
子
が
辛
い
の
は
な
ぜ
か
、

ユ
ー
ジ
ノ
ー
ル
が
歯
髄
鎮
静
効

果
を
発
揮
す
る
の
は
な
ぜ
か
、

加
齢
に
伴
っ
て
歯
髄
腔
が
狭
窄

す
る
の
は
な
ぜ
か
、
接
着
性
レ

ジ
ン
の
細
胞
毒
性
な
ど
と
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
項
目
だ
け

の
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

本
当
な
ら
倍
の
時
間
が
必
要

と
さ
れ
た
講
演
は
、
格
調
高
く

高
密
で
、
先
生
の
研
究
レ
ベ
ル

の
高
さ
に
受
講
者
も
満
足
し
た

様
子
で
し
た
。
ま
た
、
講
演
の

あ
と
の
熱
心
な
質
問
に
疲
れ
も

見
せ
ず
丁
寧
に
お
答
え
に
な
っ

て
い
る
姿
を
拝
見
し
、
研
究
に

対
す
る
姿
勢
ば
か
り
で
な
く
人

間
的
に
も
尊
敬
で
き
る
研
究
者

と
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
次
第

で
す
。

最
後
に
、
今
回
の
講
演
は
著

書
か
ら
の
抜
粋
と
い
う
形
式
を

と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
聞
き
逃

し
た
方
に
は
新
刊
『
新
編
・
治

癒
の
病
理
』
の
ご
購
入
を
お
勧

め
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

糖
尿
病
発
症
の
予
防
と

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に

不
明
瞭
な
金
パ
ラ
の
告
示
価
格

価
格
設
定
シ
ス
テ
ム
の
明
瞭
化
も

実
勢
価
格
に
よ
る
随
時
改
定
を

講師の下野正基先生

72人の歯科医師、歯科衛生士らが参加して開かれた歯科学術講演会
� （9月29日・金沢ニューグランドホテル）

日　　時 ２０１３年１１月３0日（土） 午後６時半～午後９時
会　　場 金沢都ホテル ５階「能登の間」

参 加 費 無料

話題提供と報告者
①意外に知らない保険診療のイロハから個別指導まで
 講師 ： 大平　政樹 副会長
②医療機関における消費税増税への対応
 講師 ： 中村栄希税理士事務所所長　中村　栄希 氏
③小規模医療機関で起きている個別労働紛争と労務管理
 講師 ： さかえ社会保険労務士事務所所長　栄　  重 光 氏

石川県保険医協会
医科歯科・新規開業医懇談会のご案内

（参加は無料ですが、申し込みが必要です。参加申し込み書に必要事項をご記入の上、
 11月25日（月）までにお申し込みください）
※当日、軽食（サンドイッチ）をご用意します。

参加対象 開業３年以内の医科・歯科および未入会員（開業予定者も含む）
※保険医協会に未入会の方は、当日までに入会手続きをお願いします。

◎詳しくは保険医協会までお問い合わせください。TEL 076（222）5373

副会長　平田　米里（野々市市・歯科）

治癒の病理
下野正基先生　　　  を講師に招き（　　　）東京歯科大学

名誉教授

～ペリオ・エンドの
　　治療のために～
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すでにご存知のことと思います
が、現在の診療報酬体系では１処
方につき７種類以上の内服薬を投
与した場合、薬剤料はその10％を
減算し、処方料、処方せん料も減
算されるという算定制限が設けら
れています。石川県保険医協会で
は医科会員に対して頭記のアン
ケートを実施し、48人の医科会員
の先生方から回答をお寄せいただきました。ご協力いただいた先生方に改めて
お礼を申し上げるとともに、その結果をご報告いたします。
まず、「７種類以上の内服薬を必要とする患者の有無」に関しては「いる」
が64.6％で「いない」が35.4％でした（図１）。また「７種類以上の内服薬を
必要とする場合に算定制限を回避するために何らかの対策をとったか」とい
う質問に対しては、「そのような対応をしていない」が28人（63.6％）で「何

らかの対応をした」が16人
（36.4％）でした（図２）。
さらにこの算定制限につい
ての賛否に関する問いには
「反対」が66.7％、「わから
ない」が25.0％、「賛成」は
6.3％でした。（図３）
これらの結果から７種類以
上の内服薬を必要とする患者
数はかなり多く、その患者さ
んに対しては治療効果をまず
第一に考え、診療報酬上の不
利益を医療機関側が不本意な
がらも甘受している状況が改
めて浮き彫りになりました。
当協会では、かねてからこ
の７種類以上の内服薬投与に
対する算定制限を「診療報酬
体系における不合理規定の最たるもの」と位置付けています。今後もこの規定
の撤廃を強く求めていく所存です。
また、全国の保険医協会・医会でも同様のアンケートが行われており、それ
らを保団連が集約し、厚労省との交渉に用いることとなっております。
なお、本アンケートの結果に関しては当協会のホームページにその詳細が示
されています。内科系・外科系別の集計や逓減制に反対する理由、あるいは実
際の処方例などもご覧いただけます。ぜひご一読ください。

31
64.6%

17
35.4%

７種類以上の内服薬を必要とする患者の有無
図1

いる
いない

28
63.6%

16
36.4%

投薬料の算定制限の回避
図2

そういう対応は
していない
回避するために
対応したことがある

32
66.7%

3
6.3%

1
2.1%

12
25.0%

７種類以上の内服薬投与に対する算定制限について
図3

賛成
反対
分からない
無回答

種類以上の
内服薬投薬を行った場合の
算定制限に関するアンケート７
集計結果について

理事　三宅　靖（金沢市・内科）

だいま署名活動を実施中！た

・70～74歳の患者窓口負担１割の継続を求める請願
・「保険で良い歯科医療」の実現を求める請願
・国民健康保険制度の改善を求める要請
・志賀原発の再稼働反対・廃炉を求める署名

パンフレット、ポケットティッシュも
合わせてご活用ください

現在、保険医協会では以下の署名活動を実施しております。ぜひ要請内容の趣旨をご理解いただき、
患者さんにも広く呼びかけるなどのご協力を賜りますようお願い申し上げます。ご協力いただく署名は１つ
のみでも構いません。また、署名欄がすべて埋まらなくても良いので、一筆でも多くお送りください。
また、次に取り上げたリーフレットは、すでに会員お一人につき１冊送付しておりますが、追加のご注文
については、無料で対応いたします。署名つきのポケットティッシュもご用意しました。積極的なご注文・
ご活用をお願いいたします。

患者署名 ・「70～74歳の患者窓口負担一割継続」
　「診療報酬引き上げ」を求める要請

会員署名

・「あんしんは、いつでも どこでも だれにでも。」
・「保険で良い歯科医療の実現はみんなの願いです」
・スタジオジブリ「熱風」７月号

パンフレット

・70～74歳の患者窓口負担１割の継続を求める請願
・「保険で良い歯科医療」の実現を求める請願

ポケット
ティッシュ
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【質問・その１】
生活保護の患者さんを診て思うこと
昨年来、生保バッシングと言われる状態が続いています。保護費のカッ
トとか、治療薬には後発品を使えとか、不正受給を監視しろとか言われま
す。ちょっと行き過ぎとか弱いもの虐めの感じはするのですが、しかし患
者さんとして接すると、昼間から飲んだくれるとか、あこが悪い、ここが
悪いと言ってドクターショッピングを毎日続ける方、働けると思うのに
まったく働く気のない方とか、結構います。もちろん全部ではありません
が、本当にこの人を保護する必要があるのか？と思うこともあります。生
活保護をどう考えたらよいのでしょうか。

【ヒデさんの回答】
連載の初回にふさわしい大変良い質問をしていただきました。
生活保護は、すべての人の問題
というのは、生活保護が、政治、立法、行政の焦点になっているからです。
私たちの生活に重大な影響のある社会保障が大削減されようとしている
のはご存知の通りです。その前段として生活保護基準が引き下げられ、生
活保護法が「改正」されようとしているわけです。とくに、ジェネリック
薬品問題はじめ医療給付の削減が、次のターゲットです。
最後のセーフティネットである生活保護基準の引き下げは、年金・手当、
医療、福祉、保育、介護、就学援助等の教育、居住水準、最低賃金・賃金
の引き下げ、そして保険料、利用料、税金等の負担の引き上げに自動的に
連動します。
したがって、生活保護は、「自分に関係ない」、ということはなく、赤ちゃ
ん、子どもから高齢者まで、すべての人の生活に大きな影響を与えます。
実態を冷静かつ客観的に把握する
さて、ご質問です。生活保護だけでなく、社会保障、人権に関する講演
会に行くと必ずこういう質問をされます。
私は、三題噺と呼んでいますが、生活保護を受けながら、一つは昼間か
らパチンコをしている、二つ目は昼間から酒を飲んでいる、三つ目が外車
を乗りまわしている、といったものです。そしてドクターショッピングで
すか。
これに対して、私は、まず、「このような例は、よくある、と言われま
すが、実際、どのくらいあるのでしょうか。あなたの友人や隣の人で、直
接見たり、聞いたりしていますか」、と逆に質問します。

ほとんどの方が、「いやー、私は知らないけどね。テレビで言ってるでしょ
う」という反応です。
実体験ではなく、テレビや週刊誌ネタを真実と思いこまされているので
すが、そもそも、日本では、福祉行政、医療機関、教育現場等にいる人以
外の多くの人にとって、生活保護を受けている人に出会う機会は、ほとん
どないのです。数字を挙げてみましょう。
生活保護を利用している人は、100人に約1.6人です。小さな小学校なら、
学校で一人というようなことで、学校の先生でもめったに出会いませんね。
ヨーロッパ諸国では、５人から10人となりますから、日本よりずっと身
近な存在です。
そして不正受給をしている人は、件数にして約1.5％、金額にすると0.5％

（2011年度）程度です。つまり１万人に１人という単位です。したがって、
めったに会えるはずもありません。
でも、自分があったことも、見たこともないのに、「すべて」の生活保
護利用者が、パチンコ依存症、アルコール中毒、さらには不正に受給して
いるかのように言います。
片山さつき氏や、マスコミ等に踊らされているとしか思えません。
ナチスドイツのヒットラーの片腕ゲッペルス宣伝相は、「うそも百遍い
えば真実になる」という、宣伝戦略についての有名な言葉を残したと言わ
れています。怖いですね。
このようなわけで、まず、実態を冷静に把握し、判断していただきたい
ということです。確かに、不正受給は許されないことです。金額も173億
円と莫大です。ごく一部ですが暴力団がらみの悪質な例もあります。これ
らは、徹底的に退治しなければなりません。しかし、不正受給といわれる
ものも、アルバイトや年金等収入申告についての単純ミスなどが多く、む
しろ福祉事務所・行政側の説明不足が多いというのが若手も含めてケース
ワーカーの意見です。
お笑いタレントは不正受給していない─生活保護の正しい理解を
さらに、扶養義務等生活保護について正しい理解をしていただきたい。
お笑いタレントのお母さんの件で問題になった事例は、不正受給ではあ
りません。現在の生活保護法では扶養義務者（河本氏）の存在は、保護を
受ける際の要件（条件）ではありません。生活保護の唯一の条件は、困窮
状態にあるということです。
実際に扶養されていれば、保護が受けられないということなのです。さ
らに、道徳的にはともかく、成人の親に対する扶養義務は、自分の社会的
体面を保って、なおかつ余裕がある場合に求められる弱い扶養義務に止ま
ります。
次に、本当に、パチンコやアルコール、さらにドクターショッピングな
ど質問のような実例があるとしてどう考えるかです。確かに、医療機関の
皆さんは、私たちと比べ、こうした方達に出会う機会は多いと思います。
しかし、こうした質問が出るのは、私たちの中に根強くある、「劣等処

遇意識」からでしょう。生活保護そして社会保障が恩恵から権利そして人
権へと発展してきた歴史はこの劣等処遇意識の克服の歴史でした。
劣等処遇意識とは何のことでしょう。紙数がつきましたので次回までの
宿題にしましょう。皆さん考えておいてください。
� （次号に続く）

新シリーズ

ヒデさんに聞く

倫理から人権へ 倫理から人権へ
（金沢大学名誉教授　井上　英夫） （金沢大学名誉教授　井上　英夫氏）

生活保護の患者さん（前編） 《第１回》生活保護の患者さん（前編）

ヒデさんに聞く「倫理から人権へ」開始にあたって
日本の社会保障と人権保障をリードされてきた井上英夫先生が、この４月に金沢大学を定年退職されました。保険医協会も

井上先生のご協力によるゼミ、セミナー、勉強会などを通して、人権、社会保障について学ぶ貴重な機会を得ることができま
したが、多くの会員の皆様は井上先生の考えを聞く機会が今までなかったと思います。
そこで、本シリーズでは、まず人権や社会保障、法律などについての素朴な質問を提示し、井上先生にできるだけやさしく

答えていただく形にします。なお質問については、読者の皆様もお聞きしたいことがあれば気軽に質問してください。大歓迎
です。

《第１部》コンサート
と　き 2013年11月17日（日）

開場：午後１時半　開演：午後２時（午後５時終了予定）
ところ 金沢市民芸術村 ミュージック工房
参加費 無料（※申し込みは不要です）

《第2部》懇親パーティー
と　き 2013年11月17日（日）

午後５時半～午後８時ごろ
ところ れんが亭 ２階（金沢市民芸術村敷地内）
参加費 １人５,０００円（定員60人）※事前申し込み　が必要です。

※《第１部》コンサートのプログラムおよび《第２部》懇親パーティーの参加申し込みについては、同封の案内チラシをご覧ください。

ドクターズ・
ファミリー・
コンサート♪
主催：石川県保険医協会
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この項で、まず注目すべきは、「市町村国保の保険者の都道府県移行」である。
報告書では、この論点は「医療提供体制改革」に位置付けられており、「地域に
おける医療提供体制に係る責任の主体と国保の給付責任の主体を都道府県が一体
的に担うことにより、地域医療の提供水準と標準的な保険料等の住民負担の在り
方を総合的に検討することが可能になる」としている。なお、この改革を行うに
は、その前提として国保の構造的な財政問題への対応が不可欠としている。その
ため、被用者保険に係る後期高齢者支援金を全面総報酬割とすることにより捻出
される税財源について、国保の財政上の構造的問題を解決するために用いるとし
ていることが注目される。
次に「療養の範囲の適正化」に係る部分である。保険料負担では「国保・後期
高齢者医療における低所得者の負担軽減」が提起される一方で、利用料（自己負
担）では、70歳から74歳までの２割への引上げ、高額療養費の所得区分の見直し
が提起されている。また、給付の効率化のためには「利用者側」も受診行動も変
える必要があるとし、いわゆる「フリーアクセス」を「必要な時に必要な医療に
アクセスできる」と定義し、一般的な外来受診は「かかりつけ医」に相談するこ
とを基本とする「緩やかなゲートキーパー機能」の導入を提起している。そのた
め、紹介状のない大病院外来受診の際には、現行の選定療養による自己負担とは
別に一定の定額自己負担を課することとしている。
上記の「改革」メニューは、プログラム法案の骨子では2014年度から2017年度
までを目途に順次講ずるとされ、また、法改正が必要な措置については、必要な
法律案を2015年通常国会に提出するとしている。したがって、上記の内容を含む
医療保険各法の「改正」法案は再来年に上程される見込みである。また、法改正
を必要としないものは「順次」実施するとしているが、上記のうちこれに該当す
るのは「国保などの低所得者の保険料負担軽減」「国保の保険料賦課限度額引上
げ」「70歳から74歳の自己負担引き上げ」「高額療養費の見直し」である。
社会保障審議会での議論は、まだ始まったばかりであるが、高額療養費の見直
しについては、医療保険部会で具体案が提起されている。そこでは、患者の所得
区分を細分化し、「負担能力に応じた負担」を実現するとしているが、主として
細分化されるのは「一般所得者」の区分であり、「低所得者」の区分の月単位上
限額は据え置きとするなどの内容となっている。

介護保険制度改革
各論の最後は「介護保険制度改革」である。プログラム法案の骨子では次のメ
ニューが提起されている。

この項では、まず「地域包括ケアシステムの構築」が挙げられている。報告書
では「地域包括ケアシステム」自体の課題について様々な観点から論述している
が、プログラム法案の骨子においては、特に介護保険給付と地域支援事業の在り
方の見直しを中心に提起している。すなわち、「要支援者に対する介護予防給付
について、市町村が地域の実情に応じ、住民主体の取組み等を積極的に活用しな
がら柔軟かつ効率的にサービスを提供できるよう、受け皿を確保しながら新しい
地域支援事業に段階的に移行させるべき」としているのである。これは要支援者
に対する予防給付を保険給付から外して市町村に委ねることを意味する。
社会保障審議会介護保険部会では、予防給付の地域支援事業への移行案が提示
されているが、そこでは従来の予防給付が法定のサービス類型に応じて人員基準・
運営基準に基づき実施されているのに対し、新しい介護予防事業については「事
業内容については市町村の裁量」「人員基準・運営基準なし」という提案がされ
ている。
一方、「給付範囲の適正化」に係る項目では、「低所得の第一号被保険者の負担
軽減」は盛り込まれているものの、それ以外は医療保険以上にあからさまに負担
増メニューを列記している。
社会保障審議会介護保険部会では、既に具体案が提起されたものがある。例え
ば、「一定以上の所得を有する者」については利用者負担を１割から２割に引き
上げるが、引上げ対象となる「一定以上の所得者」は、①被保険者全体の上位約
20％に該当する合計所得金額160万円以上相当、②住民税課税者である被保険者

のうち所得額が上位概ね半分以上に該当する合計所得金額170万円以上相当（ど
ちらも個人単位で判断）の２案が示されている。両案とも医療保険における「一
定以上所得者」よりも対象範囲が広いのが特徴である。
また、介護保険三施設における居住費・食費の負担軽減策である「補足給付」

については、現行制度は本人が属する世帯の課税状況や本人の年金収入及び所得
のみを勘案して対象者を決定しているが、これを見直して補足給付対象者をより
限定するとしている。現時点の案として、①配偶者が住民税課税の場合には補足
給付の対象外とする、②預貯金等の資産については、単身で1000万円、夫婦で
2000万円を超える場合に補足給付の対象外とする、③不動産については、固定資
産税評価額で2000万円以上のものを所有している場合に補足給付の対象外とし、
新たに不動産を担保にした貸付制度を創設し死亡後に資産から回収する、④遺族
年金及び障害年金も勘案して対象者を決定する ─ などが示されている。なお、
部会ではほかにも、特養入所者を要介護３以上に限定する案が示されているほか、
在宅サービス（通所介護、小規模多機能、訪問看護など）、施設サービス（老健
施設、介護療養型医療施設）の全般にわたり具体的な改革案が提起されている。
低所得者の保険料負担軽減については、①各区分の軽減割合を増加する、②保

険料の負担区分を現行の６段階から９段階とする、の２つの項目が提起されている。
プログラム法案の骨子では、介護保険制度改革については2015年度を目途に講ず

るとされており、そのために必要な法律案は2014年通常国会に提出するとしている。
したがって、介護保険法「改定」法案の上程は来年の通常国会ということになる。

おわりに
以上、医療・介護分野の改革内容を整理してきたが、最後に医療・介護の改革

内容を総じて、また、既に始まった社会保障審議会での議論を踏まえて、いくつ
か課題を列記しておきたい。
ひとつは、提供体制改革である。上述のとおり医療法、介護保険法改定に向け

て具体的な論点が提起されてはいるが、その内容 ─ 医療提供体制の機能分化と
地域包括ケアシステムの構築 ─ は、この間の診療報酬・介護報酬改定に通底す
る原則であり、その問題点 ─ 安上がりの医療・介護提供体制の構築 ─ がそのま
ま当てはまることになる。診療報酬・介護報酬は、まず何よりも現物給付を担保
するためにあるという基本的な原則に立ち返る必要がある。目の前の患者さんに
必要な医療・介護を提供するに見合った報酬が設定されなければ、現物給付原則
は絵に描いた餅になってしまうからだ。政策的な目的 ─ 急性期医療への重点配
分、急性期・回復期・在宅の流れをスムーズにする「連携」の評価（入院医療の
削減）、在宅の受け皿として用意される地域包括ケアシステムはできるだけお金
のかからないインフォーマルなものに… ─ へと誘導するために点数改定を用い
ること自体の問題を問い続ける必要がある。その意味で、今回の報告書において、
医療提供体制改革の推進のためには診療報酬・介護報酬とは別の財政支援の手法
が不可欠として「基金方式」も検討すべきと明記している点は注目に値する。診
療報酬による政策誘導とは違う手段による地域医療に必要な医療機能の分化は、
今後大いに議論すべき項目であると考える。
二つ目は、「負担能力に応じた負担」という原則について、前号でも明らかに

したとおり負担増のための理屈付けのために用いられていることが、一層はっき
りしてきたことである。介護保険においては、矢継ぎ早に負担増の具体案が提起
され、また、高額療養費制度改革において低所得者の「月単位上限額」の「据え
置き」が提起されるなど、そのねらいがさらに浮き彫りになっている。前号でも
論述したが、負担能力に応じた負担（応能負担）を考えるにあたっては、①保険
料負担と利用料負担を分けて考えること、②負担能力のない人からは徹底して負
担を求めないという観点からの改革を最優先に実施する必要があること ─ の２
点を再度強調しておきたい。
三つ目は、報告書とプログラム法案骨子との間の「差異」である。自助・共助

の強調などプログラム法案の方がより「露骨に」政府の社会保障抑制策を示して
いるが、特に指摘しておきたいのは、「国保の都道府県単位化」と「介護保険の
予防給付の保険外し」の位置づけである。どちらも報告書においては「提供体制
改革」の課題の項目で詳細な記述がなされているが、プログラム法案の骨子では、
それぞれ「医療保険制度改革」「介護保険制度改革」に位置付けられている。こ
れが意味するのは、どちらの改革も「提供体制」という射程にとどまらず、医療・
介護の提供水準とそのための保険料負担を自治体に集約する（国保は都道府県、
介護は市町村）という狙いがあるということである。つまり、これらの改革の真
の狙いは、都道府県や市町村などの自治体単位での給付と負担の制御システムの
構築である。社会保障の国家責任を大きく後退させるという基本的考え方のもと、
これらの改革を行えば、自治体の責任による給付抑制・負担増を招き、地域間格
差の一層の拡大をもたらすことは必至である。

報告書は、特にその各論部分では注目すべき点がないわけではない（提供体制
再編の財源としての基金方式の検討、総報酬割で生じた財源の国保への投入、低
所得者に対する保険料負担軽減など）。が、少なくとも、消費税がアップし負担
増が行われているにもかかわらず、患者・利用者が受給する医療保障・介護保障
の内容が後退するような「改革」は、断固として阻止しなければならない。前号
で指摘したとおり、改革の基本的考え方は「憲法25条の否定」であり、我々は今
後も憲法25条に基づく医療保障制度・社会保障制度の構築に向けて引き続き運動
を進めていく所存である。

◎前号の（総論編）と合わせて読みやすい形で近日中にホームページにアップします。

介護保険制度改革（プログラム法案の骨子より）
○		 地域包括ケアシステムの構築に向けた地域支援事業の見直し
・	 	 在宅医療及び在宅介護の連携の強化
・	 	 高齢者の生活支援及び介護予防に関する基盤整備
・	 	 認知症に係る施策
○		 地域支援事業の見直しと併せた地域の実情に応じた要支援者への支援の見直し（要
支援者に対する予防給付を保険給付からはずし「地域包括推進事業」に移行）
○		 一定以上の所得を有する者の利用者負担の引上げ
○		 補足給付の支給要件に資産を勘案する等の見直し
○		 特別養護老人ホームに係る施設サービス費の支給対象の見直し（中重度者に重
点化）
○		 低所得の第一号被保険者の保険料負担軽減

○		 保険料に係る国民の負担に関する公平の確保
・		 国保・後期高齢者医療の低所得者の保険料負担軽減
・		 被用者保険に係る後期高齢者支援金の全面総報酬割
・		 所得水準の高い国民健康保険組合に対する国庫補助の見直し
・		 国保保険料の賦課限度額及び被用者保険の標準報酬月額の上限額の引上げ
○		 保険給付の対象となる療養の範囲の適正化等
・		 70歳から74歳までの一部負担金の引上げ
・		 負担能力に応じた負担の観点からの高額療養費の見直し
・		 外来、入院に関する給付の見直し（紹介状のない大病院受診の際の一定の定額自
己負担の創設、入院時食事療養費の自己負担の引上げ）
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前号において、社会保障制度改革国民会議報告書（以下「報告書」とする。）
の総論における基本的な問題点 ─ 「自助・共助」を前提に「負担の増大を抑制」
するという基本的考え方を前提にすれば、自ずと改革の方向は重点化・効率化に
よる徹底した社会保障給付の抑制ということになる ─ を明らかにした。本号で
は、これを受けて、社会保障制度改革の各論部分、とりわけ医療・介護分野の改
革内容について整理しておきたい。
医療・介護分野の改革は、提供体制に係るものと利用者の給付抑制に係るもの

に分けられる。提供体制改革では、「ニーズと提供体制のミスマッチ」を解消す
るために、医療では「病床機能の分化」「退院患者の受け入れ整備」「提供者間の
ネットワーク化」を中心とした「医療提供体制改革」が、介護では「地域包括ケ
アシステムの構築」がそれぞれ提起され、これらを一体のものとして進めるとし
ている。利用者側の給付抑制施策については、前号でも詳説したとおり「全世代型」
「負担能力に応じた負担」という理念を用いて、主として高齢者への負担増を強い
る「医療保険制度改革」「介護保険制度改革」が提起されている。はじめに、これ
らの改革内容とスケジュールについて、プログラム法案の骨子（８月21日閣議決定）
をもとに改革項目を整理した上で、社会保障審議会等における最新の議事内容か
ら、具体的な改定項目を整理しておく。その上で、医療・介護分野の改革内容に
ついて課題が多いと思われる論点をいくつか指摘して、本稿の結びとしたい。

医療・介護の提供体制改革
まず初めは「提供体制改革」である。プログラム法案の骨子においては、次の
項目が列記されている。

既に指摘したとおり、提供体制改革のねらいは「機能分化とネットワークの構
築」である。急性期医療を中心に人的・物的資源を集中投入し、亜急性期・回復
期へと患者を速やかに移動させ、総体として入院期間を減らす。その受け皿とな
る地域の病床や在宅医療・在宅介護を充実させる。この一連の患者の流れをスムー
ズにするために提供者間のネットワーク化は必要不可欠となる。これら医療提供
体制「再編」のためには、その前提として、地域における医療機能ごとの医療の
必要性を把握する必要がある。その意味で提供体制改革に向けた取り組みとして
「地域医療ビジョン」を都道府県ごとに作成することが提起されている。

病床機能報告制度と地域医療ビジョン
地域医療ビジョン作成にあたり、まずは各医療機関から医療機能に係る情報を
都道府県へ報告することを義務づける「病床機能報告制度」を創設するとしてい
る。具体的な報告内容については、社会保障審議会の医療部会にて次の案が示さ
れている。
各医療機関（有床診療所を含む）は病棟単位で、自院の医療機能について「現
状」と「今後の方向」を都道府県に報告する。報告する医療機能は４区分から選
択するが、その区分は、①高度急性期機能（急性期の患者に対し、状態の早期安
定化に向けて、診療密度が高い医療を提供する機能）、②急性期機能（急性期の
患者に対し、状態の早期安定化に向けて、医療を提供する機能）、③回復期機能（急
性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーションを提供する
機能。特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨頸部骨折等の患者に対し、
ADLの向上や在宅復帰を目的としたリハビリテーションを集中的に提供する機
能（回復期リハビリテーション機能））、④慢性期機能（長期にわたり療養が必要
な患者を入院させる機能。長期にわたり療養が必要な重度の障害者（重度の意識
障害者を含む）、筋ジストロフィー患者又は難病患者等を入院させる機能）─ か
らなる。
次に、都道府県が策定する「地域医療ビジョン」であるが、これについても医
療部会で次のような具体案が示されている。
まず、地域医療ビジョンとは、「地域の医療需要の将来推計や病床機能報告制
度等により医療機関から報告された情報等を活用し、二次医療圏ごとに、各医療

機能の必要量等を含む地域の医療提供体制の将来の目指すべき姿を示すもの」と
定義した上で、都道府県が医療計画の一部として策定することとされている。そ
の具体的内容は、①2025年の医療需要（入院・外来別・疾患別患者数等）、②
2025年に目指すべき医療提供体制（二次医療圏等（在宅医療・地域包括ケアにつ
いては市町村）ごとの医療機能別の必要量）、③目指すべき医療提供体制を実現
するための施策（医療機能の分化・連携を進めるための施設設備、医療従事者の
確保・養成等）からなる。
以上の医療提供体制改革について、プログラム法案の骨子では、次期医療計画

の策定時期が2018年度であることを踏まえ、2017年度までを目途に順次講ずるこ
ととし、必要な法律案を2014年通常国会に提出する ─ としている。したがって、
上記の改革を含んだ法律改正である「医療法改正」法案は来年の通常国会提出に
向け、今後準備が進められる。一方、医療提供体制改革は法律改正を必要とせず
実施できるものもある。すなわち、診療報酬・介護報酬改定である。以下、来年
の改定において、特に医療提供体制改革との関連で議論されている内容について、
次に見ていくこととする。

医療提供体制改革の一環としての診療報酬改定
診療報酬改定の基本方針は、社会保障審議会の医療保険部会と医療部会におい

てまとめられるが、両部会名で９月６日付で、「次期診療報酬改定における社会
保障・税一体改革関連の基本的な考え方について」という文書が公表されている。
以下に、特に具体的項目について抜粋する。

上記の内容については、ここ数年来の診療報酬改定における方向性と軌を一に
するものであり、診療報酬改定が社会保障・税一体改革を先取りしたものであっ
たことを示している。中医協では、来年の改定に向けた議論が始まっているが、
現時点で具体的論点整理が進んでいるのは、①急性期病棟（７：１、10：１）の
再編に向けた平均在院日数の短縮や重症度・看護必要度項目の要件見直し、②亜
急性期入院医療管理料の見直し（病棟単位の届出、重症度・看護必要度項目など
の要件の追加、療養病床でも届出可能にする、など）─ のように主に急性期・
回復期の入院医療の機能分化を目指した改定内容が中心である。
開業医が関係する項目については、在宅医療について抽象的な論点が提示され

てはいるが、それ以外はこれから議論が本格化する。その際、後述するフリーア
クセスの制約の問題や、緩やかなゲートキーパー制度の導入により、診療報酬レ
ベルで何らかの対応があるか、注視する必要がある。

医療保険制度改革
次に「医療保険制度改革」をみていこう。プログラム法案の骨子では次のメ

ニューが提起されている。

医療提供体制改革（プログラム法案の骨子より）
○		 病床の機能分化・連携及び在宅医療・在宅介護を推進するために必要な事項
・		 病床機能報告制度の創設
・		 地域医療ビジョンの策定
・		 新たな財政支援制度の創設（基金方式の検討）
・		 医療法人間の合併、権利の移転に関する制度等の見直し
○		 地域における医師、看護職員等の確保及び勤務環境の改善等に係る施策
○		 医療職種の業務範囲及び業務の実施体制の見直し

「次期診療報酬改定における社会保障・税一体改革関連の基本的な考え方について」 
９月６日社会保障審議会医療保険部会・医療部会
１　入院医療
（1）	高度急性期・一般急性期
・		 急性期病床の担う機能の明確化を行い、高度急性期及び一般急性期を担う病床の
機能強化
・		 重症度・看護必要度の見直し等による、患者の状態に応じた医療の提供
・		 入院早期からのリハビリテーションや退院・転院支援の推進
・		 退院・転院に係る連携の強化
・		 急性期病床の平均在院日数の短縮　等

（2）	長期療養
・		 急性期病床における長期入院患者の評価の適正化
・		 長期療養を担う病床の急性期等との連携強化、受入体制の充実　等

（3）	回復期（亜急性期入院医療管理料について）
・		 回復期リハビリテーション病棟との機能の違いを踏まえつつ、診療報酬上の亜急
性期入院医療管理料における患者像や機能（例えば、急性期病床からの患者の受
入れ、在宅・生活復帰支援、在宅患者の急変時の受入れなど）を明確化し、回復
期の病床の機能に応じた評価について検討を行う。

（4）	有床診療所における入院医療
・		 病院からの早期退院患者の受入れ機能、在宅患者の急変時の受入れ機能、在宅医
療の拠点機能、終末期医療を担う機能、専門医療を担う機能等を有しており、そ
れらの機能に応じた評価について検討を行う。

２　外来医療
・		 診療所や中小病院におけるかかりつけ医機能の評価
・		 大病院の専門外来の評価
・		 大病院の紹介外来を更に推進する方策　等

３　在宅医療
・		 看取りを含め、在宅療養支援診療所・病院の機能強化
・		 在宅療養支援診療所・病院以外の医療機関による在宅医療
・		 24時間対応、看取り・重度化への対応など、機能に応じた訪問看護ステーション
の評価、訪問看護ステーションの大規模化の推進
・		 在宅歯科医療の推進
・		 在宅薬剤管理指導の推進
・		 訪問診療の適正化　等

４　医療機関相互、医療介護連携によるネットワーク
・		 入院医療、かかりつけ医、在宅医療、歯科医療、薬局、訪問看護、介護などのネッ
トワークにおいて、患者を支えるこれらが協働して機能を発揮し、患者の状態に応
じた質の高い医療を提供することや、病院から在宅への円滑な移行や、医療と介護
の切れ目のない連携を図ることに対する評価について検討を行う。

医療保険制度改革（プログラム法案の骨子より）
○		 財政基盤の安定化
・		 国民健康保険の財政支援の拡充
・		 市町村国保の保険者の都道府県移行
・		 協会けんぽの国庫補助率の検討

社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

事務局長　工藤　浩司

第 16 回 社会保障制度改革国民会議
「報告書」を読む（各論編）

～憲法25条を事実上「改憲」する制度改革案が明らかに～

この回は特別に左右・天地とも大きい
標準は第 14回以前のものです
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戦争は大規模な殺し合いであって、人類の行う愚行の最たるものです。
戦争がもたらす惨禍を思い起こすとき、「戦争だけはやってはいけません」
と言いたいのです。戦争は相手を殺さなければ、自分が殺されるという人
殺しの論理を実践するところです。そうであるがゆえに、心優しい父、兄
である人間を戦争は殺人者に変身させるのです。これが戦争の真実です。
かつて大日本帝国は自存、自衛のため海外に軍隊を進めました。そう明確
に記録されています。あの戦争が清く正しい聖戦であり、国を守るための
戦争とされていたのです。
600万人のユダヤ人を、ユダヤ人であるとの理由だけで殺戮したヒット
ラーとナチの起こした戦争も同じでしょう。大日本帝国は、ヒットラーと
ナチから最も信用されていた友邦の一つであり、同盟を結んでいました。
20数年前、ある大学で見た政治集会を呼びかけるビラに「どんなに貧しく
てもよい、戦争だけはやってはだめだ」と韓国のオモニの言葉が大書して

ありました。それ以来、わたくしはこの言葉を大切にしています。
日本国憲法前文は「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起こることの
ないよう決意し」「日本国民は、恒久の平和を念願し」と、戦争反対の意
思を明確に宣言しています。そのために「諸国民との協和」「平和を愛す
る諸国民の公正と信義に信頼し」「いずれの国も、自国のことのみに専念
し他国を無視してはならないのであって」と、他国との協調の大切さを繰
り返し述べています。一言でいえば、「戦争はだめだ、お互いに譲りあおう」
と宣言しているのです。日本国憲法前文は「日本国民は、国家の名誉にか
け、全力を挙げこの崇高な理想と目的を達成することを誓う」と結んでい
ます。これは誇りある日本国民の品性の具体的表現であり、またどこにあっ
てもわれわれ一人ひとりの品性の基本です。このような原則を持つ日本国
憲法は世界に誇れる立派な憲法です。
先の大戦後、日本は一度も戦争をしていません。このことに日本国憲法
のもつ大きな力を見ることができます。これを変え、戦争のできる国、他
国に軍隊を派遣できる日本にしてはいけません。「憲法をくらしに活かす」
と言われています。日ごろより争いに反対し、弱者をいたわる優しい心を
おおきく育み（はぐくみ）ましょう。これこそ真に「憲法をくらしに活か
す」ことであると私には思えるのです。われわれ一人ひとりが日本国憲法
前文に示される、協調性と品性ある日本国民でありたいものです。
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学
附
属
病
院
、
金
沢
赤
十
字

病
院
、
金
沢
医
科
大
学
病
院
）。

取
材
内
容
は
、
病
院
の
特
徴
、

連
携
へ
の
取
り
組
み
、紹
介
率
、

逆
紹
介
率
、
地
域
医
療
連
携
室

の
人
材
と
そ
の
役
割
、
歯
科
診

療
に
お
け
る
病
診
連
携
、
入
退

院
調
整
の
現
状
、
特
に
、
在
宅

復
帰
へ
の
取
り
組
み
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
や
要
介
護
者
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
、
病
院
に

と
っ
て
連
携
し
や
す
い
開
業
医

像
や
保
険
医
協
会
へ
の
要
望
な

ど
で
あ
っ
た
。

地
域
医
療
連
携
へ
の
取
り
組

み
方
は
、
各
病
院
の
規
模
や
地

域
で
の
役
割
の
違
い
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
広
域
を
対
象
と
し
て
い
る

病
院
で
は
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
の
情
報
共
有
を
め
ざ

す
方
向
性
が
示
さ
れ
る
一
方

で
、
各
診
療
所
の
得
意
分
野
や

受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
情
報
が

全
く
不
足
し
て
い
る
こ
と
。
能

登
地
区
の
場
合
は
過
疎
高
齢
化

地
域
で
開
業
医
不
足
の
た
め
、

逆
紹
介
が
で
き
に
く
い
が
、
高

い
病
院
機
能
を
維
持
し
、
在
宅

医
療
を
も
提
供
せ
ざ
る
を
得
な

い
現
況
に
あ
る
こ
と
。
加
賀
市

の
場
合
、
福
井
の
病
院
・
診
療

所
と
の
連
携
も
重
視
し
て
い
る

こ
と
。
比
較
的
病
床
数
が
少
な

い
病
院
で
は
訪
問
看
護
や
介
護

と
の
連
携
や
併
設
を
行
い
、
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
現
状

が
見
え
て
き
た
。

病
病
連
携
と
し
て
は
、
公
立

病
院
と
近
隣
の
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
病
院
が
競
合
関
係
を
脱
し
、

各
々
の
役
割
分
担
を
模
索
し
て

い
る
こ
と
な
ど
。

地
域
医
療
連
携
室
の
病
院
機

能
に
お
け
る
重
要
性
は
増
し
て

い
る
。
連
携
室
が
入
退
院
調
整

を
も
担
っ
て
お
り
、
病
診
連
携

の
良
否
が
病
院
の
外
来
機
能
を

左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
種
々
の
パ
ス
利
用
、
多
様

な
在
宅
療
養
や
介
護
利
用
へ
の

対
応
力
を
身
に
つ
け
た
地
域
医

療
連
携
室
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

一
方
、
病
院
の
診
療
所
へ
の

要
望
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
多

く
の
紹
介
、
紹
介
状
へ
の
検
査

デ
ー
タ
の
添
付
、
患
者
来
院
前

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
な
ど
に
よ

る
事
前
情
報
を
求
め
て
い
る
。

事
前
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
記
載
が
あ
れ

ば
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
に
応
じ
た
病
棟
の

選
択
や
早
期
の
退
院
支
援
が
可

能
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、年
齢
、

介
護
状
態
や
障
が
い
を
理
由
に

入
院
は
断
ら
な
い
。

取
材
を
通
じ
て
、
想
像
し
た

以
上
に
地
域
医
療
連
携
室
機
能

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感

さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
、
開
業

医
が
患
者
紹
介
の
た
び
に
電
話

で
空
床
の
有
無
を
押
し
問
答
す

る
こ
と
は
な
く
な
り
、
地
域
医

療
連
携
室
を
通
し
て
ス
マ
ー
ト

な
患
者
紹
介
が
可
能
と

な
っ
た
。

残
念
な
が
ら
、
歯
科
医
と
の

連
携
は
発
展
途
上
の
印
象
は
否

め
な
い
。
今
回
で
地
域
医
療
連

携
室
訪
問
の
連
載
は
終
了
す
る

が
、
在
宅
療
養
環
境
が
大
き
く

変
化
し
病
診
連
携
の
在
り
方
を

問
い
直
す
声
が
高
ま
れ
ば
、
取

材
を
再
開
し
た
い
。

ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法会員寄稿
シリーズ⑥

（石川県保険医協会会員・匿名希望）

戦争反対、日本国憲法擁護は
私の政治的スタンス

写真は2011年1月号掲載の「第3回・地域医療連携室を訪ねて」で
訪問した芳珠記念病院の取材の様子

医
療
福
祉
部
取
材
班

「
シ
リ
ー
ズ・地
域
医
療
連
携
室
を
訪
ね
て
」連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

「
シ
リ
ー
ズ・地
域
医
療
連
携
室
を
訪
ね
て
」連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

地
域
医
療
推
進
の
た
め

　高
ま
る
連
携
室
の
機
能

２０１３年度版

『病院マップ』
在庫がわずかになりました
保険医協会が毎年発行している『病院マップ』は、
今年も７月上旬に発行し、各病院などからたくさんの
追加注文をいただきました。
2013年度『病院マップ』は、まだ若干の在庫があり

ます。追加や新たなお申し込みは、お早めにご注文く
ださい。病院、施設、医療福祉関係機関にのみ販売
が可能です。

2013年度版『病院マップ』・・・1冊3,000円（送料込み）
●保険医協会会員・・・1冊2,000円（送料込み）

「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています
本コーナー「ザ・日本国憲法」の原稿を募集しています。会員の皆様の忌憚のない
ご意見をお送りください。原稿はメールまたはFAXなどでお送りください。字数は
600字～1200字程度でお願いします。(編集部)
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病
院
で
は
で
き
な
い

　
　
　
　在
宅
医
療
を

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
の
生

涯
教
育
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る

二
〇
一
〇
年
六
月
号
の
テ
ー
マ

は
、「
在
宅
医
療 

─ 

午
後
か
ら

地
域
へ
」
で
し
た
。
今
回
、
小

川
先
生
を
訪
問
し
て
、
小
川
先

生
は
、
さ
し
ず
め
「
在
宅
医

療 

─ 

夜
か
ら
地
域
へ
」
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

先
生
は
、継
承
開
業
で
す
が
、

病
院
勤
務
中
か
ら
病
院
で
で
き

な
い
こ
と
は
何
か
と
考
え
、
そ

れ
は
在
宅
医
療
だ
な
と
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在
は
外

来
診
療
が
主
で
、
訪
問
診
療
は

外
来
診
療
が
終
わ
っ
て
か
ら
に

な
り
ま
す
。
夜
の
七
時
、八
時
、

九
時
ご
ろ
に
、
三
人
程
度
の
訪

問
診
察
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
土
日
を
使
っ
て
十
五
人

程
度
の
訪
問
診
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昼
休
み
に
一
人
行
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
恒
常
的
に
、

い
わ
ゆ
る
時
間
外
に
訪
問
診
療

を
行
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
す

ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
土
日

は
月
に
二
回
ほ
ど
、
講
演
な
ど

で
全
国
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
こ

と
も
考
え
る
と
、
驚
い
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、
二
十
四

時
間
対
応
な
ど
は
と
て
も
無
理

な
の
で
、
支
援
診
の
届
け
出
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
訪
問

診
察
に
行
っ
て
い
る
方
は
四
十

人
ほ
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅

で
す
。
居
住
系
施
設
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
二
人
だ
け
で

す
。
自
院
で
外
来
診
療
を
し
て

き
た
方
が
訪
問
診
療
に
移
行
す

る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、

紹
介
が
多
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
開
院
当
初
は
胃
ろ
う
管

理
の
専
門
医
と
し
て
副
主
治

医
的
に
関
わ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
四
人

ほ
ど
で
、
が
ん
の
末
期
も
含
め

主
治
医
と
し
て
の
訪
問
診
療
の

ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
胃
ろ
う
管
理
を
し
た
方

は
こ
れ
ま
で
に
七
十
二
人
に
の

ぼ
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
講
演

会
な
ど
で
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
訪
問
診
療
は
自
分
で
車
を

運
転
し
て
、
お
一
人
で
出
か
け

ら
れ
ま
す
。
看
護
師
は
医
院
を

守
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

　  一
号・二
号
と
共
に

「
往
診
鞄
な
ど
で
工
夫
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

と
聞
く
と
、「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー

ド
一
号
と
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

二
号
」
と
の
こ
と
。
同
行
の

事
務
局
員
も
私
も
目
を
丸
く

し
ま
す
。「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

一
号
」
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

に
よ
る
と
救
助
要
請
（
出
動

指
令
）
を
受
け
た
後
、
現
場

指
揮
、
状
況
把
握
の
た
め
、
ほ

か
の
機
体
に
先
行
し
て
現
場
に

急
行
し
ま
す
。
小
川
先
生
も
、

と
り
あ
え
ず
患
家
宅
へ
行
く
と

き
に
携
行
す
る
も
の
で
す
。「
サ

ン
ダ
ー
バ
ー
ド
二
号
」
は
、
こ

れ
も
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
れ

ば
救
助
活
動
に
必
要
な
装
備
を

輸
送
す
る
た
め
の
大
型
輸
送
機

で
す
。
ポ
ー
タ
ブ
ル
エ
コ
ー
や

細
径
の
内
視
鏡
な
ど
の
重
装
備

の
医
療
機
器
で
す
。
ポ
ー
タ
ブ

ル
エ
コ
ー
で
尿
閉
と
診
断
し
た

方
の
導
尿
に
難
渋
し
て
、
泌
尿

器
科
の
西
川
忠
之
理
事
に
夜
中

に
来
て
も
ら
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
話
さ
れ
ま
し
た
。

医
院
に
管
理
栄
養
士
が
い
る

の
は
珍
し
い
の
で
す
が
、
小
川

医
院
に
は
以
前
よ
り
一
人
お
ら

れ
、
筆
者
も
お
世
話
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
驚
く
こ

と
に
最
近
さ
ら
に
一
人
増
員
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
栄
養
指
導

の
依
頼
が
増
え
て
い
る
た
め

で
す
。

取
材
は
診
察
室
で
行
い
ま
し

た
が
、
私
が
座
っ
た
の
は
患
者

さ
ん
の
座
る
椅
子
で
、
電
動
で

回
転
、
高
さ
の
調
節
、
背
も
た

れ
の
上
げ
下
げ
、
あ
げ
く
に
は

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
フ
ラ
ッ
ト

に
な
り
、
ベ
ッ
ド
に
早
変
わ
り

で
す
。
円
背
の
高
齢
者
に
も
、

角
度
を
う
ま
く
調
整
し
て
、
腹

部
の
触
診
が
で
き
ま
す
。
小
川

先
生
ら
し
い
工
夫
だ
と
思
い
ま

し
た
。

小
川
語
録
も

　
　
　 飛
び
出
し
て

「
人
を
助
け
る
医
療
を
一
生

懸
命
し
た
こ
と
も
な
い
医
師

が
、
最
初
か
ら
（
在
宅
で
）
看

取
り
だ
と
い
う
の
は
お
か
し

い
」「
金
持
ち
で
ケ
ア
に
投
資

で
き
る
人
の
胃
ろ
う
は
よ
く

て
、
生
活
保
護
の
胃
ろ
う
に
は

尊
厳
が
な
い
と
い
う
の
は
如
何

か
」「
在
宅
関
係
の
指
導
管
理

料
を
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
訪

問
診
療
の
対
象
で
は
な
い
と
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
外
来
患
者
も

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
患
者
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」
な
ど
の
小
川
語
録
が
聞
け

た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

在宅医訪問 11

　　小川医院 
 小川　滋彦 先生（金沢市・内科）

取材　医療福祉部取材班

「夜から地域へ」

小川滋彦先生（写真右）と医療福祉部取材班の大川義弘副会長

小川医院

背もたれが安定している電動イスは高齢者の転倒防止に一役買っている

参加者には
パンフレットを
1冊進呈！

と　き 2013年12月8日（日）午前10：00～12：00
ところ 石川県地場産業振興センター 本館 第5研修室 金沢市鞍月2丁目1番地
講　師 近藤 政子 氏
対　象 歯科医師、医師、歯科衛生士、保育士、栄養士

お子さんをおもちの方、その他興味のある方はどなたでも
参加費 無料（定員 150人）
申込方法 必要事項（団体名、電話番号、参加者名と職種）を明記し、ＦＡＸで。  FAX 076-231-5156

※申込が多数の場合、一団体からの参加者数を制限させていただいたり、第9回食育講演会（8/29）の参加者には
　参加をご遠慮いただく場合があります。あらかじめご了承ください。

好評につき、
再講演を
企画しました。

石川県保険医協会　食育プロジェクト主催

第10回食育講演会
お口の機能を育てましょう─歯科医師からのメッセージ

８月に
聴きもらした方、

必聴！
８月とほぼ同じ内容で
再講演を
企画しました

８月の講演に参加された方の感想
・「とてもわかりやすかった。また聴きたい」
（行政職員）
・「保護者から寄せられる質問にどう答え
たらいいのかがよく分かった。自信をもっ
て説明できそう」（歯科医師）

石川県保険医協会・食育プロジェクト委員
近藤クリニック　小児歯科学会認定小児歯科専門医
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記
憶
に
留
め
な
い
ま
だ
二
歳

の
こ
ろ
、
ハ
ル
ピ
ン
市
内
を

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
松
花
江
の

河
畔
で
、
両
親
と
共
に
撮
っ
た

懐
か
し
い
写
真
が
一
葉
、
残
っ

て
い
る
。
生
涯
に
一
度
は
訪
ね

て
み
た
い
街
と
思
い
つ
つ
、
気

が
重
く
、
今
回
や
っ
と
訪
ね
る

こ
と
が
で
き
た
。
ハ
ル
ピ
ン
は

も
と
も
と
ロ
シ
ア
の
影
響
下
で

発
展
し
た
街
で
、
東
欧
風
の
建

物
や
ネ
ギ
坊
主
の
よ
う
な
ロ
シ

ア
正
教
の
寺
院
も
見
ら
れ
る
。

初
め
て
見
た
ハ
ル
ピ
ン
市
街

は
、
上
海
や
北
京
の
猥
雑
な
喧

噪
も
な
い
、
澄
み
切
っ
た
大
気

と
気
温
も
金
沢
よ
り
朝
夕
は
十

度
近
く
低
く
、爽
快
で
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
は
二
十
世
紀
初
頭
建

設
の
ど
っ
し
り
し
た
四
階
建
て

で
、
四
二
六
号
室
は
広
々
と
し

て
清
潔
で
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気

分
に
浸
っ
た
。
夕
方
散
歩
に
出

る
と
中
央
大
街
が
近
く
商
店
街

が
両
側
に
続
き
、
歩
行
者
天
国

で
若
者
た
ち
が
賑
わ
い
、
餃
子

の
店
、
ロ
シ
ア
料
理
の
店
な
ど

も
あ
り
、
屋
台
な
ど
で
は
「
香

腸
」
と
い
う
肉
の
腸
詰
め
が
美

味
だ
っ
た
。
お
土
産
な
ど
は
マ

ト
リ
ュ
ー
シ
カ
や
金
属
細
工
な

ど
、
ロ
シ
ア
ゆ
か
り
の
商
品
が

多
か
っ
た
。
極
寒
の
こ
の
地
で

愛
用
さ
れ
る
毛
皮
の
帽
子
を
一

つ
お
土
産
に
買
っ
た
。

今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
、
小

説
家
・
森
村
誠
一
が
『
悪
魔
の

飽
食
』
を
書
い
た
。
内
容
は
戦

時
中
、
石
井
四
郎
軍
医
中
将
を

中
心
に
七
三
一
部
隊
の
行
っ
た

「
中
国
人
三
千
人
以
上
を
犠
牲

に
し
た
、
ペ
ス
ト
な
ど
細
菌
や

凍
傷
な
ど
の
生
体
実
験
、
生
体

解
剖
」
な
ど
の
医
学
犯
罪
を
検

証
し
告
発
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
七
三
一
部
隊
（
石
井

部
隊
と
も
）
の
実
験
場
は
、
ハ

ル
ピ
ン
市
郊
外
の
平
房
に
数
千

人
の
隊
員
を
擁
し
た
巨
大
な
施

設
だ
っ
た
。衝
撃
だ
っ
た
の
は
、

七
三
一
部
隊
の
関
係
者
は
、
京

大
、東
大
出
身
が
多
か
っ
た
が
、

中
に
金
沢
大
医
学
部
（
当
時
、

金
沢
医
科
大
学
）
関
係
者
も
い

た
こ
と
で
あ
る
。
金
大
初
代
学

長
の
戸
田
正
三
は
、
前
身
は
京

大
医
学
部
長
で
、
石
井
四
郎
の

求
め
に
応
じ
て
京
大
医
学
部
の

優
秀
な
講
師
ク
ラ
ス
の
研
究
者

を
次
々
七
三
一
部
隊
の
ハ
ル
ピ

ン
実
験
場
に
送
り
込
み
、
残
虐

な
医
学
犯
罪
に
駆
り
立
て
た
の

で
あ
る
。
戦
後
そ
れ
ら
の
研
究

者
は
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
一
部
の
者
は
金
大
医
学
部

教
授
と
し
て
就
任
し
、
僕
た
ち

は
彼
ら
に
病
理
学
、
生
理
学
な

ど
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

教
授
た
ち
は
極
め
て
紳
士
的

で
温
厚
で
柔
和
な
印
象
で
、
熱

心
に
各
論
を
講
義
し
て
く
れ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
体
な
ぜ

彼
ら
が
残
虐
な
生
体
実
験
、
生

体
解
剖
に
加
担
し
た
の
か
？
長

年
の
疑
問
で
あ
っ
た
。「
軍
隊

組
織
で
は
命
令
に
反
し
、
拒
否

で
き
な
い
」「
異
常
な
環
境
の

中
で
、
理
性
が
医
学
的
探
究
心

に
勝
て
な
か
っ
た
」
な
ど
や
、

さ
ら
に
「
日
本
人
的
心
情
、
特

性
」
を
指
摘
す
る
学
者
（
木
村

利
人
・
早
稲
田
大
学
・
生
命
倫

理
学
）
が
い
る
。
す
る
と
、「
同

じ
心
情
・
特
性
」
で
僕
た
ち
が

再
び
犯
し
か
ね
な
い
過
ち
で
あ

る
。
僕
た
ち
の
思
考
回
路
・
道

徳
律
に
潜
む
〝
日
本
人
的
心

情
・
特
性
〟
と
は
何
な
の
で
あ

ろ
う
か
？

今
回
の
旅
行
で
は
、「
一
度

は
七
三
一
部
隊
の
実
験
場
の
現

場
に
立
っ
て
実
感
し
て
み
た

か
っ
た
」
と
、
僕
と
同
じ
想
い

の
医
師
が
数
人
い
た
。
現
場
の

陳
列
室
で
は
立
ち
尽
く
し
、
戦

慄
す
ら
覚
え
た
展
示
物
も

あ
っ
た
。

現
代
は
平
和
な
時
代
で
は
あ

る
。
在
宅
で
の
「
看
と
り
」
で

は
、
し
ば
し
ば
水
分
や
栄
養
の

経
口
摂
取
の
み
と
し
、
一
切
の

経
管
補
給
は
し
な
い
で
臨
終
を

迎
え
る
。（
消
極
的
「
安
楽

死
」
？
）。
す
べ
て
が
納
得
い

く
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
い
。

中
に
は
「
死
へ
の
加
担
か
！
」

と
忸
怩
た
る
思
い
が
残
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
自
分

の
心
の
中
で
ど
う
折
り
合
い
を

つ
け
て
い
く
か
！　

気
の
重
く

な
る
作
業
で
は
あ
る
が
、
僕
ら

の
心
の
中
に
あ
る
「
医
師
の
倫

理
観
」
を
、
時
に
は
検
証
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

今
回
の
哈
爾
濱
（
ハ
ル
ピ
ン
）

へ
の
旅
行
は
、
極
め
て
気
の
重

い
旅
に
な
っ
た
が
、
長
年
懸
案

だ
っ
た
七
三
一
部
隊
の
医
学
犯

罪
現
場
に
立
ち
、
真
正
面
か
ら

向
か
い
合
え
た
こ
と
、
自
ら
の

倫
理
観
を
探
る
機
会
と
な
り
、

今
後
へ
の
新
た
な
課
題
も
大
き

い
が
、有
意
義
な
旅
で
あ
っ
た
。

つ
く
づ
く
、
安
倍
総
理
大
臣

は
強
運
の
方
と
思
う
。
就
任

早
々
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と

言
っ
た
だ
け
で
、
株
価
が
上
昇

し
、
円
安
に
な
っ
た
の
も
記
憶

に
新
し
い
。
も
っ
と
も
日
銀
が

本
当
に
「
超
金
融
緩
和
」
を
実

行
し
て
も
市
場
の
反
応
は
芳
し

く
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
二
〇
二

〇
年
五
輪
開
催
都
市
が
選
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
ら
乗
り

込
ん
で
ス
ピ
ー
チ
。
ご
存
じ
の

と
お
り
東
京
が
圧
勝
し
て
開
催

が
決
定
し
た
。
安
倍
総
理
、
喜

色
満
面
で
あ
る
。
そ
し
て
予
想

通
り
、
そ
の
後
、
数
日
メ
デ
ィ

ア
は
五
輪
日
本
開
催
歓
迎
一
色

の
報
道
だ
っ
た
。「
自
分
は
五

輪
東
京
開
催
に
は
反
対
で
あ

る
。
問
題
あ
り
」
と
敢
え
て
言

う
方
が
あ
る
か
と
見
て
み
る

が
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

私
は
、
決
ま
る
ま
で
東
京
招

致
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
理
由

は
二
つ
。
一
つ
は
、
こ
れ
で
ま

す
ま
す
東
京
一
極
集
中
が
助
長

さ
れ
る
こ
と
。
実
際
わ
れ
わ
れ

地
方
に
住
む
者
に
何
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
ろ
う
か
と
。
も
う
一
つ

は
、
福
島
原
発
の
事
故
が
ま
だ

ま
っ
た
く
解
決
の
め
ど
が
立
た

ず
、
ま
だ
４
万
人
く
ら
い
の
故

郷
に
帰
れ
な
い
避
難
者
が
い
る

現
実
、
そ
れ
に
今
回
の
汚
染
水

漏
れ
事
故
で
あ
る
。
安
倍
総
理

は
ス
ピ
ー
チ
で
「
状
況
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
汚
染

水
に
よ
る
影
響
は
港
湾
内
の

〇
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
内
で
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ

れ
て
い
る
。
東
京
に
ダ
メ
ー
ジ

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て

な
い
」
と
言
い
切
っ
た
が
、
本

当
だ
ろ
う
か
？
と
疑
っ
て
し
ま

う
。
こ
ん
な
国
が
五
輪
開
催
の

資
格
が
あ
る
の
か
と
思
う
。

開
催
が
決
ま
っ
て
か
ら
も
、

喜
び
よ
り
さ
ら
な
る
疑
念
が

次
々
浮
か
ぶ
。
こ
の
ま
ま
日
本

中
が
浮
か
れ
た
ム
ー
ド
で
、
来

年
四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
も
、
五
輪

が
来
て
景
気
が
上
向
き
に
な

り
、
そ
ん
な
こ
と
気
に
し
な
く

て
も
大
丈
夫
と
言
う
ム
ー
ド
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
社
会
保
障
・
税
の
一
体

改
革
も
そ
ん
な
難
し
く
て
、
痛

み
の
伴
う
こ
と
は
考
え
な
い
こ

と
に
し
よ
う
。
安
倍
総
理
に
任

せ
れ
ば
、
す
べ
て
う
ま
く
い
く

と
言
っ
た
「
空
気
」
に
、
日
本

全
体
が
支
配
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

五
輪
準
備
の
た
め
に
、
東
京

都
は
四
千
億
円
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

が
あ
る
と
聞
く
。
石
原
前
知
事

時
代
か
ら
の
積
み
立
て
で
あ
る

が
、
石
原
知
事
時
代
か
ら
そ
れ

ま
で
他
県
に
比
べ
、
若
干
秀
出

て
い
た
都
の
福
祉
政
策
が
後
退

し
た
と
聞
く
。
四
千
億
も
貯
め

る
ん
で
あ
れ
ば
少
し
は
福
祉
に

回
せ
よ
と
言
い
た
く
な
る
。
さ

ら
に
開
催
準
備
と
な
れ
ば
例
え

ば
国
立
競
技
場
の
改
修
だ
け
で

も
一
千
億
円
以
上
か
か
か
る
そ

う
で
、
追
加
の
負
担
が
必
須
だ

ろ
う
。「
五
輪
の
た
め
に
、
も

う
ち
ょ
っ
と
福
祉
は
我
慢
し
て

ね
」
で
は
、
本
当
に
た
ま
ら

な
い
。

五
輪
は
、
巨
大
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
。
参
加
ア
ス
リ
ー
ト

が
ど
ん
な
に
純
粋
で
あ
り
、
私

た
ち
観
客
が
ど
ん
な
に
感
動
を

も
ら
っ
て
も
、
巨
大
な
ビ
ジ
ネ

ス
、
大
き
な
お
金
が
動
く
の
は

事
実
。
今
回
は
三
都
市
が
百
人

足
ら
ず
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
の
票
を

巡
っ
て
争
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
公
明
正
大
な
清
き

票
が
積
み
上
が
っ
た
も
の
と

は
、
常
識
人
で
あ
れ
ば
誰
も
思

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
Ｉ
Ｏ

Ｃ
が
こ
の
た
め
の
対
策
を
取
っ

た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
抜

「
シ
リ
ー
ズ・地
域
医
療
連
携
室
を
訪
ね
て
」連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

「
シ
リ
ー
ズ・地
域
医
療
連
携
室
を
訪
ね
て
」連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

地
域
医
療
推
進
の
た
め

　高
ま
る
連
携
室
の
機
能

会 投稿員
初
秋
の
哈
爾
濱（
ハ
ル
ピ
ン
）紀
行

〜
七
三
一
部
隊
遺
址
を

　見
学
し
て
考
え
た
こ
と
〜

井
沢

　宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）

「
シ
リ
ー
ズ・地
域
医
療
連
携
室
を
訪
ね
て
」連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

「
シ
リ
ー
ズ・地
域
医
療
連
携
室
を
訪
ね
て
」連
載
終
了
に
あ
た
っ
て

地
域
医
療
推
進
の
た
め

　高
ま
る
連
携
室
の
機
能

会 投稿員
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
開
催
決
定
騒
動

〜
少
し
頭
を
冷
や
し
て

　
  

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

喜
多

　徹
（
野
々
市
市
・
内
科
）

哈爾濱（ハルピン）市内の聖ソフィア教堂

731部隊・平房の焼却炉の巨大煙突
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け
道
は
い
く
ら
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
何
し
ろ
東
京
も
「
今
回
は

招
致
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
取
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
。

確
か
に
ス
ポ
ー
ツ
を
自
分
で

や
ら
な
く
て
も
、
世
界
的
な
ア

ス
リ
ー
ト
の
競
技
を
観
戦
す
る

こ
と
は
と
て
も
楽
し
く
、
大
き

な
感
動
を
覚
え
る
。
で
も

「
ニ
ッ
ポ
ン
負
け
る
な
、
頑
張

れ
、
頑
張
れ
・
・
・
」
の
絶
唱

を
聞
く
と
、
ふ
と
国
家
主
義
的

な
何
と
も
嫌
な
感
じ
が
す
る
。

権
力
者
に
と
っ
て
、
五
輪
は
権

力
維
持
に
は
と
て
も
魅
力
的
な

ツ
ー
ル
な
ん
だ
ろ
う
。

そ
う
は
言
っ
て
も
開
催
が
決

ま
っ
た
以
上
は
、
世
界
に
誇
れ

る
五
輪
に
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
る
。

敢
え
て
提
言
。
こ
の
国
は
東

日
本
大
震
災
後
、
地
震
の
活
動

期
に
入
っ
た
そ
う
だ
。
地
震
を

含
め
た
災
害
大
国
日
本
で
、
少

し
で
も
人
命
を
守
る
た
め
の
政

策
、「
ハ
コ
モ
ノ
よ
り
も
ソ
フ

ト
面
で
の
充
実
」
を
、
五
輪
ま

で
の
準
備
期
間
も
開
催
時
も
そ

し
て
そ
の
後
も
訴
え
た
い
。
そ

れ
が
本
当
の
意
味
で
こ
の
国
で

の
「
安
全
保
障
」
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
五
輪
期
間
中
の
競

技
場
、
選
手
村
の
電
気
は
、
す

べ
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
も
の

に
し
た
い
。
間
違
っ
て
も
原
子

力
発
電
か
ら
の
電
気
で
あ
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
う
。
そ
ん
な

運
動
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
〇
二
〇
年
五
輪
東
京
開
催

が
決
ま
っ
た
今
、
熱
気
が
少
し

冷
め
た
ら
、
そ
の
功
罪
を
冷
静

に
考
え
て
み
る
こ
と
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

�

（
十
面
の
続
き
）

明日のための安心設計

加入・増口の受付は
10月25日まで

【月払】で無理のない資金作り!

※「月払」は、掛金負担時1口1万円につき運営事務費100円、生保委託手数料117円、遺族特約保険料6円が差し引かれ、9,777円が
積立元本となります。

※ここで紹介した試算表については現在の予定利率（1.259％）に基づく概算であり、将来の支払い額をお約束するものではありません。

※普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談
くださいますようお願いします。
※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

ご加入例自在性が魅力です！

■月払に加入した場合　
加入時
の年齢

加入口
（月額）

10口（500万円）
加入の場合

20口（1,000万円）
加入の場合

⇒ 基本年金月額

経過期間
脱退一時金額

基本年金月額

の場合

基本年金月額

の場合
脱退一時金額

年金受給総額
（掛金総額）

４０歳

４5歳

5０歳

１０口
（100,000円）

１5口
（150,000円）

2０口
（200,000円）

70歳から
10年確定で受給の場合⇒ 約36万9,170円

約5,493,000円10年
20年
30年

約48,160円 約10,986,000円   約96,320円
約6,168,000円 約54,090円 約12,336,000円 約108,180円
約6,927,000円 約60,730円 約13,854,000円 約121,460円

約4,430万円
（約3,600万円）

75歳から
10年確定で受給の場合⇒ 約55万3,755円 約6,645万円

（約5,400万円）
75歳から
10年確定で受給の場合⇒ 約59万6,780円 約7,161万円

（約6,000万円）

余裕資金は【一時払】でしっかり上乗せ！

10年確定年金 10年確定年金

○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には掛金中断も可能です
○年金の受取りは「受給時」に
①10年定額年金
②15年定額年金
③15年逓増年金
④20年逓増年金 から選択
または一括受取
○万一の時にはご遺族に全額給付

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつ
くられた医師・歯科医師を対象とする積立型の年金制度
（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して以来、加
入者は約5万5千人、積立金額は1兆1千億円を超え、わが
国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では年金制度でもっとも大事な点である加
入者の年金給付を守ることを重視し、これまでに年金受給
者の年金額をカットしたことは一度もありません。

この機会にぜひ加入・増口を
ご検討ください。
お申込み期間 9月1日から10月25日まで
ご加入日 2014年1月1日
予定利率 1．259％
加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳までの

保険医協会の会員

月　払
１口１万円
（３０口まで）
一時払

１口50万円
（1回につき４０口まで）

（　　　　　　　　　　）2013年9月1日現在の予定利率で、
将来変動することがあります

締切間近!

グ
ル
ー
プ
保
険
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

グ
ル
ー
プ
保
険
配
当
金
を

　
　
　十
月
中
に
送
金
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
保
険

　「生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
」

　
　
　
　

 

　の
発
行
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
保
険
加
入
者
の
皆
様
に
は
、十
月
中
に
本
年
度
の

配
当
金
を
送
金
し
ま
す
。配
当
金
の
振
込
口
座
は
掛
金
振
替

口
座
で
す
。な
お
、本
年
度
の
被
保
険
者
票
は
八
月
に
郵
送
い

た
し
ま
し
た
。ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
保
険
医
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、昨
年
度
発
行
し
た
方
に
つ
い
て
は
、自
動
的
に
発
行
・

郵
送
し
ま
す
。

石
川
県
保
険
医
協
会
　
電
話
０
７
６-

２
２
２-

５
３
７
３

こどもと低線量被ばく

原発 いのち みらい

シリーズ講演会  第8回

２０１３年11月24日（日）
午後2時～4時(予定)

と き

金沢市異業種研修会館 ２階 第２～４研修室
（金沢市打木町東1400番地　TEL：076-240-1934）

ところ

●対　象／関心のある人ならどなたでも（定員140人） ※申込締切日にかかわらず定員に達し次第締め切ります。
●参加費／無料
●申込み／11月18日（月）までに、必要事項を明記し案内チラシの参加申込書をFAXにてお申込みください。

◎託児あり。参加申込みと一緒にお申し込みください。
●主催／石川県保険医協会 TEL（076）222-5373  FAX（076）231-5156

講師 谷内江  昭宏 氏（金沢大学医薬保健研究域医学系 小児科学 教授）

石 川 保 険 医 新 聞（11）2013年10月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第498号
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１２回
シリーズ
１２回
シリーズ

加藤　彰一（金沢市・小児科）

山と旅の記山と旅の記
シルス・マリアのホテル　

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー　◆◆169◆◆

私
が
少
年
だ
っ
た
夏
の
あ
る
晩
、
父
が
私
を
「
よ
な
で
」

に
連
れ
て
行
く
と
言
っ
た
。
心
配
そ
う
に
私
の
初
陣
の
身
繕

い
を
す
る
母
の
そ
ば
で
、
祖
父
母
は
微
笑
ん
で
い
た
。

そ
の
晩
は
少
し
蒸
し
暑
か
っ
た
が
、
月
は
大
き
く
、
海
は

凪
で
静
か
だ
っ
た
。
静
か
な
海
面
に
映
る
月
を
右
横
に
見
な

が
ら
、
父
が
伝
馬
船
を
漕
い
だ
。
近
く
に
は
櫓
の
軋
む
音
と

船
が
水
面
を
切
る
音
、
遠
く
に
は
岩
を
洗
う
か
す
か
な
波
音

が
聞
こ
え
る
だ
け
。
し
ば
ら
く
し
て
、
父
は
海
の
真
ん
中
に

船
を
止
め
、
松
明
に
火
を
つ
け
た
。
そ
れ
か
ら
突
然
、
海
に

飛
び
降
り
た
。
夜
に
泳
い
で
サ
ザ
エ
を
採
ろ
う
と
は
何
と
無

茶
な
！
と
一
瞬
驚
い
た
が
、
父
は
海
に
立
っ
て
い
た
。
今
の

時
代
の
よ
う
に
レ
ー
ダ
ー
に
頼
ら
な
く
て
も
、
漁
師
で
も
あ

る
父
は
暗
が
り
で
も
目
的
の
岩
礁
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
熟
知

し
て
い
た
の
だ
。
日
中
は
背
が
立
た
な
い
ほ
ど
深
く
て
も
、

夜
に
は
浅
く
な
る
岩
棚
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
た
の

だ
。
恐
る
恐
る
私
も
船
か
ら
降
り
て
み
た
ら
、
深
さ
は
膝
か

ら
太
も
も
の
あ
た
り
。
海
は
透
き
通
っ
て
、
生
暖
か
く
気
持

ち
が
良
か
っ
た
。
月
光
と
松
明
が
あ
る
も
の
の
、
サ
ザ
エ
を

探
す
に
は
暗
く
、
そ
れ
に
足
元
の
岩
場
に
は
藻
も
密
集
し
、

目
視
で
は
簡
単
に
は
探
せ
な
い
。
し
か
し
、
足
で
岩
肌
を
撫

で
る
よ
う
に
し
な
が
ら
歩
き
回
る
と
簡
単
に
触
知
で
き
た
。

サ
ザ
エ
は
日
昼
は
岩
の
横
や
割
れ
目
の
奥
深
く
に
身
を
潜
め

て
い
る
が
、
夜
に
な
る
と
岩
の
高
所
に
這
い
上
が
っ
て
く
る

も
の
ら
し
い
。

途
中
、
大
き
な
黒
鯛
が
す
ぐ
目
の
前
で
松
明
に
照
ら
さ
れ

た
。背
び
れ
を
海
面
に
触
れ
そ
う
に
、漂
う
か
の
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
泳
い
で
い
た
。
父
が
モ
リ
を
手
に
す
る
間
も
な
く
、
黒

鯛
は
横
腹
を
見
せ
、
バ
シ
ャ
リ
と
反
転
し
深
み
に
消
え
た
。

幻
想
的
で
神
秘
的
で
大
切
な
我
が
故
郷
の
思
い
出
で
あ
る
。

こ
の
夏
、
少
年
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
て
、
久
々
に
サ
ザ
エ

を
採
り
に
行
っ
た
。
海
岸
近
く
の
ポ
イ
ン
ト
で
泳
ぎ
な
が
ら

採
ろ
う
と
し
た
が
、
老
い
た
肉
体
で
は
遠
泳
も
潜
水
も
き
つ

く
て
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
な
く
、
岸
の
岩
場
で
シ
タ

ダ
ミ
を
採
る
こ
と
に
し
た
。
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
三
角
錐
状
の

巻
貝
で
あ
る
。
息
子
と
孫
に
昔
の
こ
と
を
教
え
な
が
ら
、
小

一
時
間
で
数
百
個
ほ
ど
採
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
な
ら
ま
だ

楽
し
め
る
。
来
年
は
、
再
び
保
養
で
来
る
は
ず
の
福
島
の
子

ど
も
た
ち
と
採
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
夜
撫
で
」 

　
サ
ザ
エ
が
シ
タ
ダ
ミ
に

平
田
　
米
里
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

ス
イ
ス
東
部
に
あ
っ
て
北
イ

タ
リ
ア
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
接

す
る
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
地
方
は
、

中
心
の
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
以
外
は

旅
行
客
が
比
較
的
少
な
く
静
か

な
所
で
す
。
山
を
見
る
の
が
好

き
で
、
こ
こ
を
何
度
か
訪
れ
ま

し
た
の
で
、
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
へ
は
電
車
で
も
車
で

も
所
要
時
間
は
三
時
間
半
で
す

の
で
、
自
由
に
行
動
で
き
る
レ

ン
タ
カ
ー
を
使
い
ま
す
。
料
金

は
日
本
よ
り
安
く
、
例
え

ば
ベ
ン
ツ
の
Ｃ
ク
ラ
ス
は

ト
ヨ
タ
・
ク
ラ
ウ
ン
の
三

分
の
二
程
度
で
す
。
ス
イ

ス
に
限
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
走
っ
て
合
理
的
と
思
う

の
は
都
市
以
外
の
交
差
点

通
過
方
式
は
信
号
で
は
な

く
、
写
真
①
の
よ
う
に

ロ
ー
タ
リ
ー
式
が
多
い
こ

と
で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
内

で
は
車
は
反
時
計
回
り
に
走

り
、
任
意
の
処
で
別
方
向
へ
出

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
優
先
権

は
ロ
ー
タ
リ
ー
内
を
走
行
中
の

車
に
あ
り
ま
す
が
、
流
れ
が
良

い
の
で
ロ
ー
タ
リ
ー
内
へ
入
る

の
に
待
つ
必
要
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
方
式
の
優
れ

て
い
る
こ
と
は
信
号
待
ち
で
止

ま
る
時
間
が
不
要
な
た
め
、
交

通
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ス
な
こ
と

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
販
売
が
余
り
伸
び

て
い
な
い
の
が
分
か
る
気
が
し

ま
す
。

写
真
②
は
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
の

入
り
口
、
テ
ィ
ー
フ
ェ
ン
カ
ス

テ
ル
付
近
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

特
に
ス
イ
ス
に
は
小
さ
な
集
落

に
も
必
ず
教
会
が
あ
り
、
素
朴

で
あ
っ
て
も
写
真
の
よ
う
に
遠

く
か
ら
で
も
見
え
る
教
会
が
ス

イ
ス
ら
し
い
清
々
し
さ
を
演
出

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

海
抜
千
八
百
メ
ー
ト
ル
に
あ

る
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
周
辺
を
三

千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
町
で
す
。
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
二
回
開
催
し
た
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
が

四
つ
あ
り
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョ
ッ
プ
が
建
ち
並
ぶ
豪
華
な

保
養
地
で
す
（
写
真
③
）。
私

達
は
高
価
な
ホ
テ
ル
を
敬
遠

し
、
南
西
へ
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
静
か
な
シ
ル
ス
・
マ
リ

ア
へ
向
か
い
ま
す
。
こ
こ
は
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
や

ヘ
ル
マ
ン・ヘ
ッ
セ
、ト
ー
マ
ス・

マ
ン
な
ど
多
く
の
文
人
、
芸
術

家
が
滞
在
し
て
い
た
村
で
す
。

ホ
テ
ル 

ヴ
ァ
ル
ト
ハ
ウ
ス
・
シ

ル
ス-

マ
リ
ア
（W

aldhaus 
Sils-M

aria

）（
写
真
④
）
に
連

泊
し
、
軽
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や

一
時
間
も
走
れ
ば
行
け
る
イ
タ

リ
ア
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
ド
ラ

イ
ブ
し
ま
す
。
出
か
け
な
い
日

は
ホ
テ
ル
の
図
書
室
で
過
ご
し

た
り
、
お
茶
を
楽
し
ん
だ
り
、

ゆ
っ
く
り
昼
食
を
摂
り
ま
す
。 W

aldhaus

は
築
後
百
年
の
家

族
経
営
ホ
テ
ル
で
、
一
泊
二
食

付
の
ハ
ー
フ
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
で

す
が
決
し
て
贅
沢
な
食
事
で
は

な
く
、
内
容
を
選
択
で
き
、
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー

も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
疲
れ

ま
せ
ん
。
写
真
⑤
は

部
屋
か
ら
南
西
の
イ

タ
リ
ア
方
面
を
見
た

も
の
で
、
濃
紺
色
の

ゼ
グ
ル
湖
の
対
岸
に

山
岳
画
家
セ
ガ
ン

テ
ィ
ー
ニ
が
晩
年
を

過
ご
し
た
マ
ロ
ヤ
の

町
が
見
え
ま
す
。
早

く
目
覚
め
た
日
に
朝

の
冷
た
い
風
に
当
た

り
な
が
ら
、
ベ
ラ
ン

ダ
の
椅
子
か
ら
見
る

こ
の
光
景
は
ス
イ
ス

に
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
ま
す
。

囲 碁

（解答は 2面にあります） （解答は 2面にあります）

持
駒

　金
金

黒先　７分で二、三段以上
〈ヒント〉 黒１、３が白のダメヅマリを
 とがめる好手段です。

〈ヒント〉 最後に馬をさばく手順です。
 （10分で3段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

香
玉
歩

歩

金馬

桂

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え2面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独1 5
5 6 3 2 4
7 8 9 □

7 5 8
8 7 9 3 6
3 4 8

□ 5 6 9
6 8 4 2 3

1 2

写真②　�エンガディンの入り口、
ティーフェンカステル付近

写真③　�冬季オリンピックを二回開催
した保養地サンモリッツ

写真⑤　� Waldhausからゼグル湖と対岸にマロヤの町

写真①　�信号のないロータリー
方式の交差点

写真④　�シルス・マリアのホテル、�
Waldhaus（森の家）Sils-Maria

石 川 保 険 医 新 聞 2013年10月15日（毎月15日発行）（12）第498号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）


